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1 は じ め に

環境にやさしい稲作や有機栽培及び復元田等においては

地力窒素の発現を正確に予測し,的確な施肥を行うことが

肝要である。地力窒素の予測法としては,主として培養法

が用いられているが,時間的,労力的に煩雑である。より

簡易な推定法として,緩衡液抽出法が試み られている

が
「

め,抽出液の種類によつて異なるので,よ り精度の高

い抽出液の検討を行った。

2試 験 方 法

(1)試薬の調整

1)中性燐酸緩衡液 (pH7):1/15Mリ ン酸一カリ
ウム (KH2PO.)溶液と1/15Mリ ン酸ニカリウム (Na,

HPo(・ 12H20)を 39:61の割合で混合し,pH 7に 調整 し

た。

2)S6rensen緩 衡液 (pH10):005Mほ う砂と01

NNaOHを 3:2の割合で混合し,pH10に調整した。
3)K01thOff緩 衡液 (pH10)10 05NNa,C03と 005

Mほ う砂を754:246の割合で混合し,pH10に調整 した。

12)操作方法

① 風乾土 (l mm飾別)20gに緩衡液100mlを 加え,室
温で中性緩衡液は 1時間,他は 2時間振とうし,静置,上

表 1 試験土壌型と経歴

澄みを濾過し抽出液とした。濾紙はTOYOの NQ 6を用い

/ 。

② 吸光度 :抽出液の吸光度は420nmを測定した。
③ 抽出窒素 :抽出液をケルダール分解後,蒸留法によ

り測定した。

④ 培養窒素 :生土を30℃ ,30日 間湛水培養し,常法に
よリアンモニア態窒素を分析した。

⑤ 供試土壌 :土壌型と経歴を表 1に示した。土壌型は
4種であり,堆肥やレンゲ連用土壊,復元田土壌など経歴

の異なる土壌を用いた。

3 試験結果及び考察

1)中性燐酸緩衡液による結果
図 1は抽出液吸光度と抽出窒素量の関係である。このよ

うに,抽出液吸光度と抽出窒素量や培養窒素量等との関係

を検討したが,土壌型や管理経歴によつてバラツキが大き

く,吸光度から土壌窒素肥沃度の推定は困難であった。

本法は色素結合法を併用すると精度が高まるとの報告
め

もあるが,本試験では併用しても改善は見られなかった。

2)S6rensen緩衡液による結果

図2と 3に抽出液種別吸光度及び抽出窒素量と培養窒素

の関係を示した。結果の妥当性は培養窒素との相関の程度

で判断した。抽出液吸光度と培養窒素との相関係数は (r=
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図 1 抽出窒素量と吸光度の関係

0838)であり,抽出窒素と培養窒素の相関係数は (R=
0902)であった。

本抽出液の場合は中性燐酸液より土壌型や経歴によるバ

ラツキは小さかったが,完全には解消できなかった。

3)KOlthOff緩 衡液による結果

本抽出液の場合は抽出液吸光度と培養窒素の関係は黒泥

系の下層± 2種が大きく分離 したため,全体の相関は
SOrensen緩衡液より劣った。しかし,作土のみの相関は

著しく高かった。また,本液の場合は吸光度や抽出窒素量

が大きくなる傾向が見られること,黒泥土や泥炭土等の有

機質土壌の場合は抽出物質が多く,濁りが出やすい傾向が

あり,抽出比率や濁り防止法の検討が必要と思われた。 こ

れらのことから,Sbresen緩 衡液に比べて抽出力が強く,

腐植の質の違いはKolthoff緩衡液で強く現れると思われ

た。

抽出窒素と培養窒素の相関は (r=o913)と 他の抽出
液に比べて最も高く,上壌型や経歴によるバラツキも極め

て小さかった。

4 ま と め

土壌肥沃度を簡易に推定する場合の抽出液を検討し,以
下の結果を得た。

① 抽出液吸光度と抽出窒素量の相関はpH10緩衡液が
pH 7緩衝液より高かった。

② 抽出液吸光度及び抽出窒素量と培養窒素量の相関も
pH10緩衡液がpH 7緩衡液より高く,土壌の経歴による差

も小さかった。特に,Kolthoff緩衡液の相関が高かった。

③ Kolthoff緩衡液は他の抽出液より抽出力が強く
,
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抽出液種別吸光度と培養窒素量の関係
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図 3 抽出液種別抽出窒素量と培養窒素量の関係

腐植の質の違い等が判然と現れる傾向を認めた。

④ 有機質土壌では抽出物質の濃度が高く,抽出比率や
濁り防止法の検討が必要であった。

⑤ 以上から土壌肥沃度の簡易推定には,抽出力が強く,
経歴等の影響が小さいKolthoff緩 衡液が適すると判断さ

れた。
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